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●  

募　

集  

●

第
19
回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

   

in
神
埼
市　

参
加
者
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ  

in 

小
笠
原

　
　
　
　
　

参

加

者

募

集

韓

国

語

教

室

生

募

集

○
申
込
方
法

◆
個
人
の
場
合

・
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
最
寄
り

の
郵
便
局
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
団
体
の
場
合

・
専
用
の
団
体
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
神
埼
市
体
育
協
会

ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料

は
、
専
用
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
申
込
後
の
種
目
変
更
及
び
参
加
料

の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
選
手
名
に
つ
い
て
は
、
大
会
冊
子

に
掲
載
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

閉
会
式
終
了
後
に
参
加
者
全
員
を

対
象
と
し
た
豪
華
賞
品
が
当
る
抽

選
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
申
込
用
紙
設
置
場
所

・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

・
千
代
田
支
所
社
会
教
育
課

・
脊
振
公
民
館

○
特
別
招
待
選
手

　

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
神
埼
市
体
育
協
会

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２

－

３
４
０
２

○
と
き

　

平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
か
ら
受
付
開
始

　

午
前
９
時
半
開
会

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
及
び
周
辺

○
種
目

・
２
キ
ロ
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
４
キ
ロ
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
10
キ
ロ
コ
ー
ス
（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料
（
１
人
当
り
）

　

小
・
中
学
生　

５
０
０
円

　

高
校
生　

１
，
０
０
０
円

　

大
人　

２
，
０
０
０
円

○
申
込
締
切　

12
月
10
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

　

ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
み
書
き
や
、

韓
国
の
文
化
・
歴
史
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。

○
と
き　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
対
象　

成
人
者

◎
問
い
合
わ
せ
先　

古
館
順
子

　

☎
０
９
０

－
５
９
４
５

－

５
３
４
７

○
対
象　

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

○
募
集
人
数　

全
国
か
ら
５
０
０
人

○
日
程　

　

平
成
25
年
３
月
25
日
（
月
）
か
ら

３
月
30
日
（
土
）
ま
で　
５
泊
６
日

○
参
加
費　

１
１
９
，
０
０
０
円

※
福
岡
空
港
集
合・解
散
の
場
合
で
す
。

○
寄
港
地　

小
笠
原
諸
島
（
父
島
）

○
主
な
活
動
内
容

　

船
内
で
は
、
海
や
海
洋
生
物
に
つ

い
て
の
講
義
や
「
ふ
じ
丸
」
の
見

学
を
し
、
父
島
で
は
、
カ
ヌ
ー
や

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
の
海
洋

性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ま
た
固

有
種
が
多
く
存
在
す
る
森
林
地
帯

を
歩
い
て
、自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

嘱
託
職
員
募
集

○
業
務
内
容

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
訪
問
調

査
、
指
導
等

○
募
集
人
員　

１
人

○
雇
用
期
間　

　

平
成
25
年
１
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
２
ヶ
月
間
は
、
試
用
期
間
と
な
り

ま
す
。

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
を
更
新
し
ま
す
。

○
応
募
条
件

　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
お
よ
び

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

※
パ
ソ
コ
ン
が
実
務
レ
ベ
ル
で
使
用

で
き
る
方
。

○
勤
務
形
態　

月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
報
酬　

月
額
１
９
７
，
０
０
０
円

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）

と
必
要
な
資
格
等
を
証
明
す
る
書

類
の
写
し
を
郵
送
、
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法

　

面
接
お
よ
び
文
書
作
成
試
験

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

○
応
募
締
切　

12
月
14
日
（
金
）
必
着

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
４
２

－

０
８
３
１　

佐
賀
市

松
原
四
丁
目
２
番
28
号

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
総
務
課

　

☎
４
０

－

１
１
３
１

自衛官
募集

募集種目 応募資格 受付期間 一次試験日 試験場

陸上自衛隊
高等工科学

校生徒

中卒（見込含）
17歳未満の方
（男子のみ）

推薦：12月７日（金）まで
一般：
平成25年1月7日（月）まで

推薦：
平成25年1月12日（土）から
15日（火）までの指定する1日
一般：平成25年1月19日（土）

推薦：
高等工科学校
一般：
佐賀商工会館

防衛大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

一般（後期）：
平成25年1月23日（水）
　　　　　～2月1日（金）

一般（後期）：
平成25年3月2日（土） 防衛大学校

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088
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林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

で
す

未
来
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
　

生
き
方
と
働
き
方
を
考
え
る

● 

お
し
ら
せ 

●

　

左
記
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
最
寄

り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方

・
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
方

・
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び

被
共
済
者
の
皆
に
対
し
、
各
種
手

続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
方

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
が
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
警
察
署

　

☎
５
２

－

２
１
１
４

○
講
師　

小
島
貴
子
さ
ん

　

東
洋
大
学
理
工
学
部　

准
教
授

　

東
洋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア

教
育
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長

○
と
き　

12
月
７
日
（
金
）

　

午
後
３
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
開
場　

午
後
２
時
半
）

○
と
こ
ろ　

　

ア
バ
ン
セ
４
階　

第
１
研
修
室

　
（
佐
賀
市
）

○
対
象　

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
な
ど

○
定
員　

１
０
０
人

○
参
加
料　

無
料

○
申
込　

不
要

※
当
日
は
先
着
順
の
入
場
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
ア
バ
ン
セ
）

　

☎
２
６

－

０
０
１
１

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

神埼市消費者セミナー
　食の安全・安心についてのセミ
ナーを実施します。お気軽にご参
加ください。
○とき　12月10日（月）
　　　　13：30 ～ 15：00
○ところ
　神埼市中央公民館
　第１研修室
○講演
　「食品の表示と安全を学ぶこと

の意味～自分のために、家族の
ために」

○講師
　佐賀大学　経済学部
　岩本　諭　教授

◎問い合わせ先
　神埼市役所　商工観光課
　☎37－0107

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

　
　
　
　

入

門

講

座

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
　

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in

か
ん
ざ
き
」
の
中
止
の
お
知
ら
せ

○
と
き　

12
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
半
か
ら

　
　
　
　

午
後
４
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
第
２
研
修
室
Ａ

○
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
受
付

○
定
員　

30
人

○
受
講
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　

☎
２
９

－

０
６
２
６

●  

相　

談  

●

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
適
切
な
医
療
、
相
談
、
教
育
、

療
育
機
関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

12
月
17
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

有
料
広
告

　

神
埼
市
が
費
用
助
成
す
る
「
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」（
自

己
負
担
１
，
０
０
０
円
）
は
、
12
月

31
日
が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接

種
が
ま
だ
の
方
は
、
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

保
健
環
境
課

　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
１

－

１
２
３
４

　

12
月
16
日
（
日
）
に
神
埼
市
中
央

公
民
館
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 
i
n 

か
ん
ざ
き
」
は
、
衆
議
院
総
選
挙
に

伴
う
会
場
設
営
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

関
係
各
所
の
方
や
参
加
を
予
定
さ

れ
て
い
た
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室
「
コ
ン

サ
ー
ト
入
場
券
応
募
係
」

　

☎
５
２

－

２
１
６
１
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FM佐賀

～イケメン日記Ⅱ～

MY DEAR　神埼

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp
【USTREAM】 http://bit.ly/mqExTc

間】毎週水曜 12 0
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

　エフエム佐賀、毎週水曜日、お昼12時から放送の「MY 
DEAR 神埼」、聴いてくれてますかー !? もうさすがに
聴いてますかね？聴いてない?!な、なんだってぇー！「イ
ケメン☆パラダイス」コーナー担当の内田侑貴です。番
組内で月１回放送している企画、「内田侑貴のイケメン
探しの旅」について書きたいと思います。
　今回は神埼市脊振町鹿路（ろくろ）に旅をしてきま
した！肌寒い気候の中でも、せっせと作業をされてい
るたくさんの方々が！そしてたまたまでしょうが、な
ぜか女性の方々ばかりにお会いしました。（僕が女性好
きという事ではないですよ!!）
　まずは、庭の木のお手入れをされているおばあちゃ
ん。身長より遥かに高い木を、高枝切りバサミでチョキ
チョキされていました。インタビューをしよう…と近
づいた時、あるハプニングが起こりました。おばあちゃ
んのすぐ隣を横切っているのは…ヘビ!! 僕はびっくり
して思わずギャーッ !! と叫んでしまったのですが、お
ばあちゃんは「あー、ヘビね。ここはよー出るよ」と
すまし顔…。ヘビが真横にいるのに全く驚かないのは、
ある意味脊振ならではなのかもしれません（笑）。僕は
驚きすぎて腰を痛めたというのに…。（全治３日ほどで
した）
　そして次に出会ったのは、ほうれん草の間引きをさ
れているおばあちゃん。おひたしにしてここのところ
毎日食べているそうです！ うらやましすぎる!! 僕にも
鉄分を下さい！ このおばあちゃんからは、名言が飛び
出しました。「今、毎日幸せですか？」と尋ねた時です。「幸
せと思わんなら、幸せは来ん!!」 僕はこの言葉を聞いて、
とても胸を打たれました。何事も前向きに考えること。
今までの人生に決して無駄なことなんてない！と勇気
をもらえる一言でした。
　そして最後の一人は、畑を耕されていたおばあちゃ
ん。この方からは、なんとお土産をいただきました。
ありがたい！ おばあちゃんいわく、「今は時期ではない」
ということなのですが、豊作すぎて余ってしまって家族
でも食べきれない！という立派なゴーヤ！ 庭で普通に
ゴーヤを育てられているお家、初めて見ました！ とて
も新鮮だから、味にも自信がある！とのことだったの
で、「生でも食べられますか？」と尋ねると、「食べられ

んことはなかばってん、苦かろー！」と渋い表情でおっ
しゃられました。僕、内田侑貴、「見せ所が来た！」と
感じました。生で食べておばあちゃんにいいところを
見せようと、なぜか意地を張りました！ おばあちゃん
とスタッフの制止を無視し、そのまま一口いただきま
した！ まずは歯ごたえが最高です！ カリッ！という、
ラジオには持って来いの素晴らしい音が脊振に響き渡
りました！ ん？ 味は思ったよりジューシーでいけるん
じゃないか…!?と思った１秒後！ 広がる苦味!! そして
叫ぶ僕！ 「にっがぁーーーー !!!!」おばあちゃん爆笑!! 
…そしてその後はご想像にお任せします。ゴーヤの苦
味を甘く見ていました。苦いのは新鮮な証拠ですね…。
でもそのゴーヤもありがたく頂き、炒めておいしく頂
きましたよ！
　鹿路という地区はこの時期は特に肌寒いですが、こ
の地区の方々はとてもあたたかい心の持ち主でした。
作業中をお邪魔しているにも関わらず、元気に笑顔で
答えてくれて、ずっとここにいたい！と感じさせる土
地でした。そして何より空気がとてもおいしかったで
す。ではここで、勝手に恒例の一句を詠みましょう！

「鹿路地区　自然も人も　いい空気」一応「空気」とい
う言葉をかけてみました が …。 今、 こ の
原稿を読んでいる皆さん
が僕に対して変な空気に
なってますかね…。今年
最後のレビューなのにす
いませんでした！ 皆さ
ん、今年も残りわずかで
すよ！ 悔いのないよう
にお過ごしください。

第５回　「～何も言えなくて…鹿路～」

と  き ところ テーマ 講　師

12月６日（木）

〈受付〉 
  ９：30 ～

〈講義〉
 10：00 ～
　　11：30

はんぎーホール
※会場が変更となり
　ました

いつまでも
若々しく輝いて!!

佐賀県リズムダンス研究会
インストラクター

吉牟田　久美

※マイクロバスは脊振支所前、神埼市中央公民館前をいずれも午前９時に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

※いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を
　添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　教材費：年間 1,000円
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎
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　地区の北西部隅を国道34号が斜めに走り、東を中
地江川（犬童川）が南北に流れています。地名の由
来は、犬童丸という豪族が居住していたという伝説
にちなむといわれています。しかし、この地区は神
埼の下郷西の内では西北の方に位置しており、戌亥

（いぬい）の方角にあたります。戌亥の方向を戌亥道
ということもありますので、根拠はありませんが、
これから犬童に変化したとも考えられるのではない
でしょうか。
　上犬童地区には約30㌶の「犬童林」と呼ばれる竹
林がありました。藩政時代には佐賀藩主の猟場となっ
ていましたが、明治３年、旧家臣数十人に分与され、
この地を開墾して良田にしました。また、犬童川の

「大さらえ」には大勢の出役を要したことが蓮池日史
略に記されています。

　城原川の西岸に位置し、藩政時代は東大石が佐賀
本藩領、西大石は蓮池藩領で地区内にある両国橋は
その名残といえます。昭和43年に両方が合併し大石
となりました。
　地名の由来については明らかではありません。肥
前国風土記には「景行天皇がこの地を行幸の折、船
のいかり石を持って来られ、4個の大石を残し、その
中の2個は子宝安産、他の２個は雨乞いの石碑として
祀られている」と記してあります。西大石の水田の
中に大石大権現が祀られ、碑石と敷石とも大きな石
ですが「いかり大石」との結びつきは残念ながら判
りません。
　東には江戸期、長崎街道神埼宿と境原宿の中間に
設けられた新宿があります。

　西に中地江川が流れ、南東部を県道神埼諸富線が
走っています。弥生時代は海岸線であったようで、
貝塚などの遺跡があります。地名の由来ですが、現
在では黒井（くろい）と呼んでいますが、地元では通称

「くれーい」と言っています。「くれい」は公領（くれい）、
または供料（くれい）がその起源ではないかと思われま
す。この地域は律令時代にはすでに公田として国の公
領の中に含まれているなど開発が進んでいました。
　一方、下の地域は開田が遅れており、その後私領
の荘園が次々と誕生したため、私領と区別するため
の公領（くれい）という呼称が生まれたようです。近
くには条里制の名残をとどめる十条の集落があります。

犬 童（いぬどう・千代田町）

大 石（おおいし・千代田町）

黒 井（くろい・千代田町）

犬童

大石黒井

中地江川 十条

城原川

34

48
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水車の里遊学館ギャラリー ※２階ギャラリーで作品展を希望される個人、団体
を募集しています。希望される方は、使用日の
10日前までに申込書を提出してください。

○1階東側ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

12月12日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙を体験してみませんか？
はじめての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル 
根っこの会
　原　寿巳子
　山口　政子

　◎申込・問い合わせ先　水車の里遊学館　　　☎53－8884
　　　　　　　　　　　　神埼市役所　建設課　☎37－0103

神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]
サックスといえばジャズのイメージが強いと思いますが、今回はクラ
シックからジャズまで幅広いサックスの音色をお届けしたいと思いま
す。どうぞお楽しみください。

○と　き　12 月８日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館ロビー
○内　容　サックスカルテット
○演　者　The Oquartetto ♪（オカレテット）
○曲　目　ポップ、クリスマスソング、サックスのオリジナル曲など
　　　　　様々な曲を用意しています。

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館
　☎53－2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！
11月は佐賀アルス吹奏楽団の演奏でした

　親子で、ご家族で、また、お友達
とお誘いあわせのうえ、ぜひご参加
ください   （入場無料）

 千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表
日 曜 催　　物 開演 入場料 主　　催

12/8 土 日本伝統文化の響宴 14:00 1000円
日本伝統文化の会
小林　☎52－3059
　　　☎090－3667－4046

12/9 日 ピアノ発表会 13:30 無料 前田　☎080－5283－3609

12/15 土 ＰＩＡＲＡピアノグレードコンサート 13:30 市民・会員無料 ピアラ九州山口事務局　☎31－2273

12/16 日 ＰＩＡＲＡピアノコンクール
佐賀地区予選 9:30 市民・会員無料 ピアラ九州山口事務局　☎31－2273

12/24 月 木原良子ピアノ教室発表会 13:30 無料 木原　☎52－2423

※催物の内容については、主催者へお問い合わせください。
※１月19日（土）に開催される、「イルカ IRUKA 40th Anniversary コンサート」のチケットは完売しました。

◎問い合わせ先　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

☆開館時間　９：30 ～ 16：00
☆休館日　　毎週火曜日、12月29日から翌年１月３日まで


